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スの新生仔モデルマウス（β-galactosidase-deficient  knockout mouse）を用いて、血液脳関門が完成する以
前に経静脈的遺伝子治療を行い、中枢神経障害に対する遺伝子治療の有効性について検討した。 
【方法】生後１－２日目のβ－galactosidase－deficient  knockout mouse)に、マウスのβ-ガラクトシダーゼ
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